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妙高高原中学校 学校だより №６  令和８年 10 月 28 日発行 

教育目標 

「知性・敬愛・活力」 

https://myoko.schoolweb.ne.jp/15030002 

「一致団結」が育んだ３日間の学び 
                                   校 長 脇川 幸治 

 

先日、２年生と一緒に東京への２泊３日の修学旅行に行ってきました。今年のスローガンは、「一致団

結 ～全力で学び、全力で楽しむ、最高の思い出～」です。 

１日目は、NTT e-City Labo を訪問し、最先端のテクノロジーや未来のまちづくりについて学びまし

た。生徒たちは、これからの社会を支える技術について真剣に学び、積極的に質問する姿を見せていまし

た。２日目は班別行動。事前に設定したテーマに沿って、ボランティアの大学生の皆さんとともに、ゆり

かもめ沿線地域を巡りました。予定どおりに進まないことや判断に迷う場面もありましたが、班で相談し

ながら課題を乗り越えていく様子が見られました。誰かに頼るだけではなく、自分たちで考え、解決策を

見いだそうとする姿勢に、頼もしさを感じました。３日目は東京タワーや浅草を訪れ、日本を代表する観

光地の歴史や文化に触れました。また、見学や班別活動だけでなく、班長会や学習係、保健係、環境係な

ど、それぞれの役割を担う生徒たちも責任感をもって行動していました。 

環境や立場、役割は、人の新たな一面を引き出すと言われます。今回の修学旅行でも、普段の学校生活

では見られない力を発揮する生徒が多く見られました。仲間を気遣う声掛けをする生徒、困っている友達

に手を差し伸べる生徒、自分の役割を最後まで果たそうとする生徒。それぞれが学年の仲間のために行動

する姿が印象的でした。 

もちろん、３日間すべてが順調だったわけではありません。予定の変更や思いどおりにいかないこと、

ルールを守ることなど、集団生活の難しさを感じる場面もありました。しかし、そのような経験こそが学

びの機会となります。仲間と知恵を出し合い、支え合いながら課題を乗り越えようとする過程は、一人一

人にとって貴重な経験となったことと思います。 
 

＜生徒の感想＞ 

〇修学旅行では、友達とたくさん交流できた。また、困ったときは友達が助けてくれてありがたかった。

クラスのみんなや先生との思い出をつくるために、1日 1日を大切にしたい。 

〇班別自主研修では、急に予定が変わったり、トラブルがあったりしても班員やボランティアの大学生さ

んと協力して行うことができた。今後もみんなで協力して乗り越えていきたい。 
 

「かわいい子には旅をさせよ」ということわざがあります。旅には人を成長させる力があります。いつ

もとは異なる環境で、自ら考え、判断し、仲間と協力しながら行動する 中で、人は多くのことを学びま

す。今回の修学旅行は、生徒たちにとってまさにその言葉を実感する３日間になったのではないでしょう

か。この修学旅行で得た学びや仲間との絆は、これからの学校生活の大きな財産となるはずです。今回の

経験を通して培った主体性や協働する力を生かしながら、２年生が最高学年へ向けてさらに成長していく

ことを期待しています。 



 

 

     
 

 

   
 

 

   
 

 

     
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の高原っ子！活躍の瞬間をパシャ📷 

 

 
11 月の予定  

16 日（月） ３年生進路説明会 

18 日（水） いじめ見逃しゼロスクール集会 

20 日（金） 専門委員会 

 

21 日（土） ジャンプ台整備作業 

27 日（金） ３年生国語 公開授業 

4 日（水） 人権教育、同和教育講演会 

5 日（木） MK 連合同研修会 

6 日（金） 学力診断テスト③ 

10 日（火） １年生音楽 公開授業 

12 日（木） Ｆ３テスト 

13 日（金） 生徒集会 

SSW 訪問日 
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